
遠
来
の
友
に｢

ま
た
ね｣

と
言
ふ
別
れ

永
遠
の
別
れ
と
な
る
や
も
知
れ
ぬ
に

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
礒
村
順
一
郎

腹
の
立
つ
暗
き
ニ
ュ
ー
ス
の
多
き
中

心
和
ま
す
曾
孫
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

老
い
吾
の｢

心
音
に
ご
る｣

と
健
診
に

わ
が
心
臓
の
歳
月
思
は
る

　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
／
黒
木
　
邦
枝

パ
タ
カ
ラ
は
お
口
の
運
動
赤
ち
ゃ
ん
に

戻
る
準
備
し
て
る
の
か
な

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
竹
森
　
祐
彦

隣
家
よ
り
鈴
虫
の
音
の
お
裾
分
け

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

鈴
虫
の
迎
ふ
る
ロ
ビ
ー
由
布
の
宿

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
幸
田
は
る
み

読
み
止
し
の
本
を
手
に
取
る
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

初
秋
の
浮
雲
高
く
阿
蘇
五
岳

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
田
代
り
え
子

待
ち
待
ち
て
風
新
秋
と
思
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
美
智
子

初
秋
の
雨
ひ
そ
や
か
に
地
を
ぬ
ら
す

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

初
秋
や
大
地
ゆ
っ
く
り
力
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

近
道
を
教
え
て
貰
う
赤
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
ふ
じ
子

カ
ン
ナ
燃
ゆ
駅
舎
は
無
人
猫
二
匹

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

在
り
し
日
の
思
ひ
出
尽
き
ぬ
流
灯
会

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

追
い
山
笠
や
一
分
前
の
を
と
こ
た
ち

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

平
ら
け
し
ひ
が
な
眺
む
る
蟻
の
列

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

墓
山
を
く
ま
な
く
照
ら
し
盆
の
月

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

山
苞
の
道
や
葡
萄
の
白
袋

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

落
し
文
そ
つ
と
の
ぞ
い
て
も
ど
し
や
る

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
福
島
久
美
子

荒
れ
た
手
を
笑
い
話
に
す
る
傘
寿

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
し
ず
え

告
白
の
メ
ー
ル
を
母
に
送
信
し

　
　
　
　
　
　
二
日
市
／
坂
本
や
よ
子

物
音
に
母
の
気
配
を
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
都
府
楼
／
杉
　
良
子

書
店
減
り
ど
ん
な
大
人
が
育
つ
や
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
／
多
田
　
功

転
ぶ
な
よ
老
い
に
優
し
い
杖
が
あ
る

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

流
灯
や
西
方
浄
土
め
ざ
す
波

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

一
湾
を
仙
境
と
せ
り
流
灯
会

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

カ
ン
ナ
咲
く
港
見
下
ろ
す
異
人
墓
地

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

鈴
虫
の
な
き
が
ら
ひ
と
つ
子
の
日
記

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

星
霜
を
重
ね
し
城
址
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

叔
母
み
ま
ふ
道
に
星
星
の
恋
お
も
ふ

｢

七
夕
神
社｣

に
提
灯
ゆ
る
る

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子
選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子
選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵
選

つ
れ

づ
れ

太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国
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n
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韓国の会食文化
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　韓国を訪れたことがある人なら、夜の街にてグループで食事やお酒を楽し
む人々を見かけたことがあるかもしれません。特に韓国の会社では、仕事の
後に「

フェシク
회식（会食・飲み会）」をすることがあります。仕事だけでは築きにくい

同僚や上司との関係を深める場として、フェシクは大きな役割を果たしてい
ます。フェシクの費用は福利厚生の一環として会社の経費で処理されること
が多く、法人カードで支払われるケースもあります。
　韓国のフェシクでは、

ソジュ
소주（焼酎）と

メクチュ
맥주（ビール）が定番で、特に、ソジュ

とメクチュを混ぜ合わせた
ソ メ ク
소맥が、韓国を代表する飲み方の一つです。

　ソメクは、焼酎をビールに入れて作りますが、作る割合や注ぎ方にこだわる
人もいます。また、一度乾杯して終わりではなく、何度もグラスを合わせ、み
んなで盛り上がるのも韓国の飲み会ならではの光景です。
　また、年齢や立場を重視する韓国では、独特のマナーがあります。年上の人
からお酒を受け取る際には両手を使い、飲む時には正面から体を少し横に向
けて、片手で口元を隠しながら飲むなど、相手への敬意を示すのが一般的で
す。
　最近では、若い世代を中心に、年齢や立場に関係なく気楽に楽しみたいと
いう考えも広がっており、無理にお酒を勧めたり、フェシクへの参加を強制し
たりすることも減ってきました。昔ながらの文化を残しながらも、より自由で
個人のスタイルを尊重する飲み会へと変わりつつあるのです。

花材：

池坊
よねくら
米倉

さ なえ
早苗

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

文
政
６(

１
８
２
３)

年
、
江
戸
の
し
ょ
し

書
肆
、

山
口
屋
・
岩
戸
屋
か
ら
、
じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

十
返
舎
一
九
作

『
か
ん
じ
ん
ご
い
ち
だ
い
ぶ
ん
し
ょ
う

菅
神
御
一
代
文
章
』
が
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
と
い
え
ば
『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
を
始
め
と
す
る
膝
栗
毛
シ
リ
ー
ズ
が

大
当
た
り
し
た
、
江
戸
時
代
後
期
を
代
表

す
る
人
気
作
者
で
す
。
『
菅
神
御
一
代
文

章
』
は
、
タ
イ
ト
ル
の
菅
原
道
真
公
の
伝

記
を
下
段
に
、
「
筑
前
国
太
宰
府
天
神
宮

境
内
之
記
」
と
い
う
太
宰
府
天
満
宮
の
名

所
案
内
を
上
段
に
配
し
た
二
本
立
て
ス
タ

イ
ル
で
す
。
こ
れ
は
当
時
流
行
し
た
往
来

物
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
、
寺
子
屋
な
ど
で

教
材
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
読
み
物
と

し
て
も
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
一
九
の
ほ

か
、
さ
ん
と
う
き
ょ
う
で
ん

山
東
京
伝
、
し
き
て
い
さ
ん
ば

式
亭
三
馬
、
曲
亭
馬

琴
な
ど
人
気
の
作
者
た
ち
が
、
往
来
物
を

手
が
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
天
満
宮
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し

た
「
筑
前
国
太
宰
府
天
神
宮
境
内
之
記
」

で
す
が
、
そ
の
記
述
は
具
体
的
か
つ
詳
細

で
、
ま
る
で
現
地
を
見
て
書
い
た
か
の
よ

う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
が
太
宰
府
を

訪
れ
た
事
実
は
な
く
、
と
す
れ
ば
、
太
宰

府
を
描
い
た
先
行
文
献
を
参
考
に
し
た
と

考
え
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
『
菅

神
御
一
代
文
章
』
刊
行
以
前
の
紀
行
文
を

調
べ
て
み
る
と
、
尾
張
の
商
人
ひ
し
や
へ
い
し
ち

菱
屋
平
七

(

よ
し
だ
し
げ
ふ
さ

吉
田
重
房)

が
著
し
た
『
筑
紫
紀
行
』
の

本
文
を
ほ
ぼ
引
き
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

『
筑
紫
紀
行
』は
、
享
和
元
（
１
８
０

１
）
年
３
月
に
名
古
屋
を
出
発
し
中
国
地

方
を
経
て
九
州
に
わ
た
り
各
地
を
め
ぐ
っ

た
紀
行
文
で
、
旅
で
見
た
も
の
聞
い
た
こ

と
を
大
変
具
体
的
に
記
載
し
て
お
り
、
太

宰
府
天
満
宮
の
描
写
も
詳
細
で
す
。
旅
の

翌
年
の
享
和
２
年
ま
で
に
は
著
さ
れ
、
文

化
３
（
１
８
０
６
）
年
に
名
古
屋
を
代
表

す
る
書
肆
え
い
ら
く
や

永
楽
屋
（
と
う
へ
き
ど
う

東
壁
堂
）
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
の
書
肆
と
も
交

流
の
あ
っ
た
一
九
が
手
に
入
れ
る
こ
と
は

十
分
に
可
能
で
、
こ
れ
が
種
本
と
考
え
て

間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

　
「
十
返
舎
一
九
著
」
と
明
記
し
て
、
他

人
の
作
品
の
文
章
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

現
代
の
感
覚
か
ら
す
る
と
問
題
の
よ
う
で

す
が
、
江
戸
時
代
の
出
版
界
で
は
そ
う
珍

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
特
に
一
九
は
こ
う

し
た
手
法
を
し
ば
し
ば
使
っ
て
い
ま
す
。

書
肆
の
方
で
も
、
売
れ
っ
子
作
者
の
一
九

の
名
前
で
出
版
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
か
く
し
て
、
太
宰
府
に
来
た
こ
と
の
な

い
十
返
舎
一
九
に
よ
る
太
宰
府
天
満
宮

案
内
が
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

し
た
。

  

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
お
ぎ
の

荻
野
ひ
ろ
み

寛
美

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

150

十
返
舎
一
九
の
天
満
宮
案
内

お み な え し

女郎花、りんどう、ワレモ
コウ、

せんにちこう

千日紅、パープル
ファウンテングラス

ち
く
ぜ
ん
の
く
に
だ
ざ
い
ふ
て
ん
じ
ん
ぐ
う

お
う
ら
い

も
の

け
い
だ
い  

の  

き

き
ょ
く
て
い
ば

き
ん

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年8月 貸出開始資料から

●その他の本 なぜ、あの人の話は最後まで聞きたくなるのか? (内尾紀彦／著)　新・血液型おもし
ろ読本(能見正比古・能見俊賢／著)　筋トレ解剖図鑑(坂詰真二／著)　長生きのど習慣(西山耕一郎・
熊井良彦／著)　街並みで読み解くヨーロッパ(加賀美雅弘／著)　買わない生活(稲垣えみ子／著)　
ジャンクジャーナルのはじめ方(島本彩子／監修)　ヤバい日本の住所(河合太郎／著)　外国語っぽい
日本語辞典(米川明彦／編著)

●小説・エッセイなどの文学　はじまりのスープ、夏ゼリー(瀬尾まいこ／著)　永遠の記憶(東野圭吾／
著)　おにがわらう(畠中恵／著)　アクリル(井上荒野／著)　夜がまだ明けない(井上先斗／著)　ノー・
ファンタジー(上田岳弘／著)　鋼鉄のレガシー(堂場瞬一／著)　乱菊物語(谷崎潤一郎／著)　殺し屋
の出世術(野宮有／著)　劇場の子イーディス・ハラー　上下(エドワード・ケアリー／著)　ローマ物語
(ジュンパ・ラヒリ／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

4
11
18
25

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

10月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

内尾紀彦 /著
『なぜ、あの人の話は

最後まで聞きたくなるのか』
（主婦と生活社）

能見正比古・能見俊賢 /著
『新・血液型
おもしろ読本』
（鳥影社）

瀬尾まいこ /著
『はじまりのスープ、

夏ゼリー』
（新潮社刊）

18広報だざいふ 2026.10 （令和８年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601


